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『研究報告』パックナンバー

第 1号(1985) 
大川勇:ある深層の物語の読解ームージ

ルの『特J性のない男』研究のための序説

金子 孝古:リノレケの詩『イ|矧象~~こついて

田辺玲子:関係世界の創出 ー アネッテ・

フォン・ドロステ=ヒュノレスホフの詩人像とそ

の世界

奥田敏広:トーマス・マンの「モンタージュ技

法」についてー小説形式のノミロディー

第2号(1986) 
松村朋彦:心理学と小説のあいだ ー カー

ノレ・フィリップ・モーリッツ『アントン・ライ

ザー』とその周辺

大川勇:千年王国を越えてームージノレの

『特性のない男』における〈別の状態)の行

方

加藤丈雄:W公子ホムブツレク』について 一 死
の恐'怖とその超越を中心に

奥田敏広:リオン・フォイヒトヴァンガーの小説

『成功』におけるヒトラー像についてー 20

年代の証言のーっとして

第3号(1988) 

加藤丈雄:ハッピーエンドと悲劇 -w公子ホ
ムブノレク』の多義性について

兵頭俊樹:へルダーリンの‘Wiewenn am 

FeieItage-Jに現れるディオニュソスの形象

をめぐって

竹本まや:トーマス・マンの『すげかえられた

首』試論

友田和秀:W魔の山』試論一 主人公ハンス・
カストノレプの形姿をめぐって

第4号(1990) 
津田保夫:Wヴァレンシュタイン』試論ーネメ
シスの悲劇の観点、から
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千田春彦:フライダンクの『ベ、ンャイデ、ンハイ

ト』研究のために一 三つの《はざま》をて

がかりとして

宮田民治:覚醒へ|白jけての夢想-wハイン
リッヒ・フォン・オフターデインゲン』試論(1)

千田まや:トーマス・マンの『ファヴストゥス博

士』ーデューラ←の機能についての一考

案

斎藤昌人:ーカフカ像 『流刑地にて』をめ

く。って

第5号(1991) 

青地伯水:ホーフマンスタールの『厄介な男』

における「なおぎりにされた生Jと「達成され
た社会性j

谷口栄一:C. F.マイアーの『ユノレク・イェナッ

チュ』について ー その多義性に関する一

考察

津田保夫:後期シラーの悲劇論に関する一考

察 - 悲劇的恐怖の概念、を中心に

斎藤 昌人:閉ざされる世界

第6号(1993) 
片桐智明: ヨーゼフ・ロートの「ラデ、ツキ一行進

曲J]- f比較Jと「繰り返しjのモチーフを
めぐって

千田春彦:デア・シュトリッカーの『閉じ込めら

れた女房」について一物語の重層構造

の目指すもの

福田覚: 自然模倣説における真理媒介の構

造(り 一 レッシング(詩学)に潜在する模

倣説の輪郭

青地伯水:W.ヒノレデスハイマーの『リープ

ローゼ・レゲンデン』におけるグロテスクなも

のについての一考察



第7号(1994) 

飛鳥井雅友 rしばしばそれは絶望的な対話
なのですj ーパウノレ・ツエラーンにおける

対話の概念をめく守って

吉田孝夫:時間の渦-R.M・リノレケ『新詩

集』の数篇から

片桐智明:ヨーゼフ・ロートの『右と左』一二

つの方向

第8号(1995) 

演中春:シラーの『マリア・ストワアノレト』 一二

人の女主のドラマ

中村直子:分離動詞の認定をめぐる諸問題

飛鳥井雅友・神学の拒否と詩学 一 パウノレ・

ツエラーンにおける神義論の問題

第9号(1996) 

中村直子:正書法と分離動詞

演中春:シラーの『ヴィルヘルム・テノレ』におけ

るスイスの風景

片桐智明 : ヨーゼフ・ロートの『百日天

下』ーヨーゼフ・ロートのワーテルロー

飛鳥井雅友:r胸は張り裂け」ーゴットフリー
ト・ベンの場合

第10号(1997)

i賓中春:シラーの『泣遥』における風景をめ
ぐって一風景の補償モデ‘/レとその矛盾

吉田孝夫:ローベノレト・ヴアノレザーにおける寓

話性0)一散文小品『通り(1)~について
片桐智明:物語の行方ーヨーゼフ・ロートの

『果てしない逃走』と『カプツイン派教会納骨

堂』をめぐって

第11号(1998) 

吉田孝夫:ローベノレトヴァルザーにおける寓

話性(2)一放蕩息子をめぐる二つの散文

小品について

片岡宜行:ドイツ語の与格の分類について

園重裕:クリスタ・ヴ、オノレフ『クリスタ・Tへの追

想、』についてーその語りの構造

飛鳥井雅友:ゴ、ットフリート・ベンにおける(持

情的自我〉概念、の登場をめぐって

第12号(1999) 

片岡宜行:ドイツ語の与格と空間補足語につ

いて

吉田孝夫:ローベルト・ヴアノレザーの絵画描写

についてーエクプラシスの観点から

片桐智明:ハイミート・フォン・ドーデラー四十

歳の小説-~最後の冒険』、騎士とドラゴ
ンの小説

KUNTSHlGE Yutaka (園重裕): Zwischen 

Phantasiewelt und Wirklichkeit -Essay uber 

IIse Aichingers "Die grosere Hoffnung“ 

第 13号(1999) 

KUNlEDA Naotaka (園枝尚隆): Wilhelm Tell 

ab ä~lheti~(ユhesPr吋ekl

吉田孝夫:ローベノレ卜・ヴアノレザーにおける通

俗小説c!::メノレへンの再話について 一 対

句法に関する試論

第14号(2000)
康川 智貴:文体論の理論と実践ークライス

トの『ロカノレノの女乞食』を例にして

佐々木茂人: カフカの作品における歌のモ

ティーフ-w歌姫ヨゼフィーネ、あるいは
ネズミ族』を中心に

園重裕:オーストリア小説に見る《家族ド、ラマ》

の変遷 - M.シュトレーノレグィッツ『誘惑。』
(1996) 
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第 15号(2001) 
伊藤 白: Wブデンブローク家の人々』試
論 -f市民と芸術家jの生み出す問つの

類型から
池田 晋也:アノレトウーノレ・シュエッツラーの『白

由への道~-市民的なものと芸術的なも
ののあいだを浮遊する生
川島隆:カフカの息子たちー短篇「ト一人

の息子」読解

中原香織:ヘノレマン・ヘッセの『シッダーノレタ』
について ー 葛藤の不在がもたらす問題

をめぐって

羽坂知恵: 日常の「ヒーローj ー ハインリヒ・
ベルの『道化師の意見』について

第 16号(2002)
佐々木茂人:束万ユダヤ人難民とプラハのユ
ダヤ人ーカフカの伝記研究のために

川 品 隆 : rこいつは途方もない偽善者
だj ーカブカの中国・中国人像

閤兎裕:ユーゴ‘スラグィア内戦をめぐる西欧知
識人の応酬ーベーター・ハントケ『冬の

旅JIIこ対するi議論を中心に

第 17号(2003)
池田晋也:描かれた劇場ーシュニッツラー

の短渦iW侯爵様御臨席』

伊燐白:ゼゼミ・ヴァイヒプ、ロートー『ブデン

ブローク家の人々』における女性像とキリス

卜教

川島隆:ユダヤ人と中国人 ー カフカにおけ

る人種と性愛をめぐって

武l日 良材:クラウス・マンの『メフィスト』一
ドイツ反ファシズム運動の失敗の反映として

第18号(2004)
鹿川|智ilt:主語の文体論ークライス卜の『決
闘』を中心にして
熊谷哲哉:言柴をめぐるたたかいーシュ

レーパーと雑音の世界
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ASAI Maho (浅井麻帆): Sehen im Worter-

verbindungsraum bei Rainer Maria 

Rilke - Eine Wandlung vom Sehen hin 

zur Rose 
川島隆:r万里の長城』におけるI男性jと「労
働jの位置ーカフカのシオニズム理解を

手がかりに
伊藤白: 白いドレスのロッテートーマス・マ
ン『ワイマーノレのロッテ』におけるタ性像
武田良材:道徳的な友たらし ー へノレマン・

ケステン文学のモラリスト像
図重裕 : 現代文学はf歴史jを語りうる
か?- Katrin Askan (1966-)に見るDDR
文学の現在

住吉平・文献紹介

第19号(2005)
青木 三!場: 下紙を書く騎上 - Wパノレツイ
ヴアーノレ』における「学識」と「審物」の意味

について

樋口梨々子:文学自IJ作への萌芽としての音
楽美学一 E.T.A.ホフマンの短編『ドン・

ファン』試論

寺井紘子:ホープマンスタール文学における

生と絵画

浅井麻帆:ウィーン分離派館とヨーゼフ・マリ

ア・オノレブリヒ一時代と分離派が求めた合

目的性

熊谷哲哉:結び目としての神経ーシュレー
ノ《ーにおける宇宙と身体

池田あいの:手紙論としての手紙一カフカ

の恋文をめぐって

伊藤白 :ショーシャ夫人は美しいか 一 トー
マス・マン'WI寛の山』における女性像と「束J

池田 晋也 : ジャズアレンジされるヨーロツ

パ←ハンス・ヤノヴィッツの小説『ジャズJ
武田良材:モラリスト八の成長ーへノレマン・

ケステン文学のモラリスト像その二

書評・文献紹介



第20号(2006)

青木 三陽 : 歴史とフィクションの狭間

で ー ヴォルブラムの「原典言及」をめぐって

樋口梨々子:E.T.A.ホフマンの『新旧の教会

音楽~- rロマン主義的なもの」との関連

において

伊藤白:フロイライン・エンゲ、ルハルト ートー

マス・マン『魔の山』における女性像と「同性

愛J

贋川 香織:ハリー・ハラーの痛む足 ー へノレ

マン・ヘッセの『荒野のおおかみ』における

身体について

池田 晋也 : 文学的ジャズ表象の諸形

態 ー ブルーノ・フランクとフェーリクス・

デールマン

武田良材ー:モラリストの革命性一ヘルマン・

ケステン文学のモラリスト像その三

書評・文献紹介

第21号(2007)
寺井紘子:芸術と芸術家ーホーフマンス

ターノレとリノレケの場合

贋川 香織: 叶えられた理想、と失われた身

体ーへッセ文学の転換期における「顔」

のモティーフについて

永畑紗織:ヨハネス・ボブロフスキーにおける

聞と光一『ねずみのおまつり』を中心に

ヴ、エレーナ・ノレッチュマン(川島隆訳): たくまし

い少女ーたち、繊細な少年たちーヨハン

ナ・シュヒ。ーリの児童文学作品について

書評・文献紹介

第22号(2008)

土屋京子:プロメテウスの火と E.T.A.ホフマン

の~G町のジェズイット教会』
藤原美沙:子どもへ向ける視線一アイヒェ

ンドノレフの2篇の詩より

YAMAZAKl Asuka (山11時明日香): Das 

Verscnwinden der Differenzierung in der 

Todesgemeinschaft in Richard Wagners 

Trislan und Jsolde 

浅井麻帆 : rセセッ、ンョンJから「分離派J
へ一日本の WienerSecession受容史に

おける訳語の変遺について

武田 良材:アンネマリー・シュグアノレツェンパ

ハにおける反ナチスーエーリカ、クラウ

ス・マン、そして山との関係

永畑紗織: 異教の神ペルーンとサノレマチ

アーボプロアスキーの短編『異教徒たち

の至福』について

菅利恵:ドイツにおける「ドイツ ー トノレコ」二

言語教育-複言語主義とドイツ語教育の

はざまで

BlD(伊藤白訳):W図書館が良い21の理由』

書評・文献紹介

第23号(2009)
菅利恵:愛による主体化ーシラーの劇作品

をめぐる試論

土屋京子:言語起源論と E.T.A.ホフマンの動

物 - 犬ベノレガンサ、猿ミロと猫ムノレの言

語をめぐって

藤原美沙:詩人と「子ども」の関係につい

て ー アイヒエンドソレフの小説『詩人とその

仲間』より

YAMAZAKl Asuka (山崎明日香): Die 

Widerspiegelung des zeitgenossischen 

Englandbildes durch Tristan in Richard 

Wagners Tristan und Jsolde 

加賀ラピ:ホーフマンスターノレの『アノレケス

ティス~，こついて

武田良材:オリエントでの自分探しーアン

ネマリー・シュヴ、アルツェンバハの『幸せの

谷』

永畑紗織 : 境界に立つショーベンハウ

アーーボブロアスキーの短編『窓辺の若

い紳土』について
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第 24号(2010)

西尾宇広 :公/私をめぐる価値観の交

錯 ー クライスト『ミヒャエノレ・コーノレハース』

土屋京子:博物学の夢想、と官演-E.T.A. 

ホフマンの『ハイマトカーレ』と『蚤の親方』

藤原美沙.二人の女性とf子ども時代」の関

係-アイヒエンド、ルフの短篇『誘拐』より

熊谷哲哉:カーノレ・デ、ュ・プレノレの心霊研究に

おける科学と発達

池田あいの:音楽的翻訳の可能性 一 ブロー

ト、ヤナーチェク、カフカ

宇和川雄:イメージ世界の観相学 ー 1931年

頃のベンヤミンのイメージ思考について

武田良材:コインの亡命小説の風刺につい

て一長編小説『急行三等車』をめぐる議

論を中心に

第 25号(2011)

西尾 宇広:友人たちのデモクラシーークラ

イスト『へノレマンの戦し叫における友情の論

理

田辺真理:E.T.A.ホフマン『ある劇場監督の

奇妙な悩み』について

土屋京子: rわたしJについて語る猫一自伝
文学と E.T.A.ホフマンの『牡猫ムノレの人生

観』

麻生陽子:r鏡像1の詩学一アネッテ・フオ
ン・ドロステ=ヒュノレスホフの『ユダヤ人のブ

ナの木』

宇和川雄:パラージュ、コメレノレ、ベンヤミンと

無声映画の時代 一「動物の身振り」のな

かで

風間祐貴:インゲ、ボノレク・バッハマンの『出航』

にみる「抵抗jの表現について

第 26号(2012)

西尾宇広:ロベーノレ・ギスカーノレあるいは不在

の君主ークライストの民衆観と遅延された

革命

土屋京子 : 閣に生きる動物の世界体

験-E.T.A.ホフマンの『廃屋』における

動物磁気と共通感覚について
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藤原美沙:rすべての声がともに春をつく
る」一アイヒエンド、ルフの『大理石像』にお

ける「子ども時代jの再現

麻生陽子 : もうひとつの農村ユートピ

アーベーター・ローゼ、ッガー『最後の人

ヤーコプ』における「アメリカJ

加賀ラピ:20世紀のオペラ・宅リアーホーフ

マンλターノレの『ナクソス島のアリアドネ』に

ついて

武田良材:子どもの反抗 ー イルムガノレト・コ

インの小説『子どもたちが一緒に遊んでは

ならなかった女の子』

寺津大奈:マックス・フリッシュ『ピーダーマンと

放火魔たち~-r教訓のない教訓劇jと経

済格差の問題

山崎明日香:ハイナー・ミュラー『エレベーター

の男』の素材について ー フィリップ・K'

デ、イツクの SF小説からの影響を探る

第 27号(20日)

藤原美沙:想像力・読書・教育 ー アイヒェン

ドソレフの『予感と現在』における「子どもjに

関する諸問題

土産京子;国際学会報告-Konzepte des 

Subjekts und KOl1zepte der Subjektivitat: 

1800/190029.-31. August 2013 in Bielefeld 
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Zivi1isation in der Literatur 
- Uber Heinrich Hausers Roman Donner uberm Meer 併り
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